































だいているものとして、親鸞聖人はどのように受けとめておられる で ょ か、まず の点 う がうことにしましょう。それは、皆さんよくご存じのことでしょうが、聖人は浄土真宗を説き示された祖師として、直接の師匠である法然聖人のほか、インド以来の六師を挙げられて、七高僧あ いは七祖 呼ばれ の第一に、龍樹菩薩（あるいは龍樹大士と呼ばれます）が挙げられます。 「浄土真宗の祖師」とさ つ ては ①自ら阿弥陀仏の浄土に生
龍樹菩薩に学ぶ
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とありますように、この帰敬偈は、 「生ずることなく滅することなく」などと、否定に否定を重ねて「そ ような、戯論（言語的な多様性）が消え去った〈縁起〉 説かれたブッダを最上のお方として敬います」と詠われているの
56
です。ここに八つの否定をされ、そしてこの論書が『中論』と言われるように偏見を離れた中庸の道「中道」を説かれるので、龍樹菩薩 説かれるところが一般に「八不中道」と呼ばれ、まさに「縁起」とは「八不中 」であると説 た論師といえるでしょう。もう少しその内容を詳しくうかがっていき しょう。　
まず、 「縁起」とはどういうことでしょう。二千五百年前にお釈迦様がお悟りを開かれた、そのかなめが、 「縁起


















の「縁起せるもの」を、 「生ずることもなく滅することもない」などと 否定に否定を重ねて示されたのです。これを、さらに「空」とか「空性」で示されます。こ 「空」とは、サンスクリットでは
śūnya （シューニア）とい
































い「中道なるも 」である、と て、空・仮・中の三つの真実（三諦）が円かに融け合っている として「三諦円融」とされました。　
龍樹菩薩は、 「空性論」を示されて徹底した否定の論理を展開されましたが、それは、我々の自己執着 固定的















すなわち「王への教訓・一連 宝珠」という題名 、一般には「ラトナーヴァリー」と通称さ ています。これは、詩頌をもって書簡とし、南インド サータヴァーハナ王朝 ある王に宛てて「王としてあるべき道」を示したものと言われます。全体で五章 五〇〇余 詩頌からなります。また、次の『勧誡王頌』はサンスクリットのタイトルが「スフリッレーカ（
Suhr4llekha ） 」 （ 「友への書簡」という意味です）で、これもサータヴァーハナ王朝の王に宛てた書




















仏、 法、 僧と菩薩とに恭敬をなし、 帰依して、 そ ら供養するにふさわしい人々に、 私は礼拝をささげます。 （六六）……人びとが、私を見、心に思い、またただ（私の、仏 ）名のみを聞いて浄信を起し、乱れることなく、心安らかとなり、かならず完全無欠の菩提に到るものとなりますように。 （八〇）……















































く定まってい 輩」という状態になること 示し お れる です。　
龍樹菩薩は、菩薩道を極められて、大乗仏教の根本を、 「縁起せるものは空性なり」という真理のもとに置き、
その上に立って、真実の智慧と慈悲 はたらきとして同じ同朋であるあらゆる生きとし生けるものの道「信方便の易行」を示された祖師であり、親鸞聖人は「七高僧」の第一に挙げられてい　
不十分な説明に終わってしまい、申し訳ありませんが、龍樹菩薩のこころに耳を傾けていただくことをお願いし
て、私の話を終了とさせてい だき す。　
ご清聴ありがとうございました。
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